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要 旨. ，本邦産材49樹種，外国産材16絡|極，合計65樹舶の抗を野外の土峨に設置し，毎年観察をおこない，

各樹種の腐朽経過と耐周年教を・調査した。それにしたがい，各樹種の耐朽性の分類をおこなった。また，針

葉樹と広葉樹の腐朽の進み方の速い，あるいは腐朽速度による分類，腐朽と容積重との関係などについて検

討を加えた。

|まえがき

さきに針葉樹17樹種，広葉樹27樹樋，および南洋材 3 樹穐について，日本工業規格に規定された詩験方法

により室内試験をおこない，比較耐朽性を報告ω したが，ニれらの詩験片を採取した材，およびその後入手

しえた樹種を加えて.本邦産材49樹極，外国産材16樹種，合計印刷種の怖を， 1960年11月に浅川実験林商畑

に設置して杭誌験を実施し， 8 年間の被害経過をまとめて報告する、

使用した樹種a.，適宜集めたため系統的なものでなく，針葉樹の主要な樹種はほぼ含まれているが，広葉

樹ではカパ，タモ，センのように広く使用されている樹種が含まれていなレ。外国産材では，現在多 1，1.:に輸

入されているベイツガが，この試験の開始時に入手できず，遅れて設置したため今回には含まれない。また

同じ理由により誠料の量が少なく.室内誠!験用の誠験片のみで，杭の採取の不可能な樹障もあり，心材の含

まれなし、樹種が数種類ある。これらについては，今後同様な詰験をつづけてし、く予定であり，入手しえたも

のについては目下詩験を実施中であるヲ

従来，野外誠験によって耐朽性をi調査する場合，その樹障の耐用年数のみを主IINにおき，各樹種の耐桁の

経過については，観察の記載にとどまる例がほとんどである 3) 4) 8) 。したがって，各樹種の寓朽の進行の程

度.あるいはそれと耐周年数との関係などについてはあきらかでない。本誌験では， 1 年ごとに全数につレ

て従来当研究室で採用してきた 6 段階の被害度の評価をおこない，定量的にあらわして各樹種の魔朽経過も

調査したヲまた，この宵朽の観察位置は地ぎわ部だけでなく.杭の頭部，および地下部の木口部分の 3 か所

を調査し，杭の各部分における商朽状況を調査した 3

また，日本工業規格にある木材の耐朽性誠験方法 (JIS Z 211チー1958) :ヱ，実験室において各樹種聞の

腐朽の難易を比較するにとどまり，その樹舶が野外で実際に使用された場合，何年の耐用年数があるか.直

1970年 6 月 30 日受理

(1)吋6) 木村部
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肢の同符:ヱ摂めなL 、。もちろんIItH :f'jtl:は，そのおかれる環境によって左右されるが，最も復雑な，そして最

も過酷な条件である野外の土壊に持した環境での耐用年数と，実験宅にお;ずる結果との比較も今凶の大きな

H 的の一つである。なお，この耐荷の比較については，日IJの蹴需としてまとめる予定であり，今回は野外試

験の結果についてのみ報告する。

本実験を実行するにあたり，試験抗の作成.ならびに強l弘試験ιご協力L 、ただいた強度研究室の諸氏，子

実体の鑑定をしていただいた当場保護部菌類研究室の諸氏.および浅川実験林の諸氏にたいして深く感謝す
.. 
'.;>3 

1.試料

1 試料と方法

試料ほ窒内i試験用の;出験片を採取した材より t 3 x 3 X60cmの抗をとり試験に供した3 ただし樹種に

よってはこの大きさの杭がとれずt 2 x 2cm角のものも含まれるが. 後述のように大きさによって， それ

ほど左右されない調査方法であるので，結果に大きな影響ばないものと思われる。

各樹種の産地は既報 5> のほかは，浅川実験林から伐採したもので.外国産材について;主輸入されたもので

ある。なお.辺心材の不明確な樹舶は，樹皮刷より 3 "J  4 clnの部分を辺材部として取り扱ったヴ

2. 杭の設置方法

杭の設問は，苗畑の敷地の関係カ‘ら，東西方向は6()cm間隔，南-l~方向;工3()cm間隔とし，杭の全長の半分

(約30cm) を地中にjfl!めて垂直にたてたq 杭の位置:'土~許制種を無作為化するため，すべて~II選によって

決定した。設置年月日は1960年11 月 25 日である。

3. 試験地

えÂ験地は，林業誠!験場浅川実験休I口畑で，土協は有機刊に白んだ関東ロームである。苗畑内の位簡は， I出

偶処理杭の試験と同一敷地内で，南北方向の約 2mの通路を隔てて西側を使用した。気象条件，その他の細

部については，第 2 報|的偶処理杭の酸害経過の報告幻を参!目されたいd

4. 調査方法

調査方法は，防魔処理杭と同様~~I 従来から防関研究室で・おこなってきている方法で.毎年 1 同 10月ころ

に全部の杭を抜きとり，側々の杭の被害程度を肉眼的に観黙して，またもとにもどすと\，.うことをくり返し

て，つぎのような基準にしたがって 6段階に分額し，被害度として数字であらわす方法を用いた 3

被，.写!支 観察状態

0 他全

1 部分的に軽度の虫害，または宵朽。

2 全ìfli的に軽度の虫害，また:工腐朽。

3 2. の状態のうえに部分的にはげしい虫?!?，または慌朽。

4 全間的に:ヱげしい虫害，また:主脅朽"

5 虫害，または閣朽により形がくずれる q

これらの被害度と強度との関係については，浅川実験林ï'l'i:畑の杭誠験(1)1) に報;汗されているように.各区

分に相当する試験片の圧縮強度変佑率の聞に，高度の有;器提が認められている 3

なお.従来おこなわれてきた野外誠験4> 8) は，杭を軽いっちでただいてくずれる時点(本調査における被
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ガ1ft 1 '"'-'5 に相当する)を.その閥的の耐用年数とするのがlまとんどであり，これによると耐用年数はかな

り長くなる。われわれの調有においては，圧縮強度減少率との関係から，被害度が 2.5 以上に遣すると，も

はや実用的iこみで使用に耐えないとの判断から，平均被害肢が 2.5 以上に述した年数を，その制種のその部

分における耐用年数とした3 したがって，従来報何されてき-に耐用年数と比較すると，かなり短い年数とな

る 4 とが多い，また，従来のっちでたたいてくずれる点を耐用年数とする場合， D. F. PURSLO\V 7 > が報告

しているよう ι，杭の大きさによってその耐用年数が異なることが考えられる) D. F. PURSLO\Vは，大き

さの異なる杭を実際に野外に:，íくろし調査した結果，耐周年数は杭の木口面積でなく，杭の厚さに比例する

ことを指摘してし、るう地ぎわ部の魔桁が杭の周聞から進行することを考えれば『当然このような結果が考え

られ，くずれるまでの期間は異なってくる 3 われわれの調査における被害度は，杭の，ある部分の全表面の

被害の程度を観察により判断しているから，被害度 2.5 に達したときを耐周年数とした場合，大きさの影響

はそれほど大きくあらわれないものと考えられる"

なお，各閣朽段階における強度変化をみるため，針葉樹としてアカマツの辺材，広葉樹としてプナの心材

にっし、て圧縮強度を測定したラ杭設i目前に，杭の両端より 6cmの試験片をとり，庄紺i強度を測定し.それ

を標準強度として比較した。設置後の杭は 6 か月ごとに 3 本ずつ抜きとり，杭の頂部，地ぎわ部，地中部か

らそれぞれ6cmの試験片をとり，圧縮強度を測定し，標準値との変化を比岐した3

III 調査結果および考察

1. 被害経過

調査の結果:主 Table 1 -1 '" 3 のとおりである。 この表に示されている平均被害度:土各樹種ごとの全供

詩材の個々の被害度の平均値である。代表的な樹舶について ζ の宵何の経過を図示すると Fig. 1-1 のよ

うになり，一般的に最初徐々に脅朽が]並行し，被安度が1.0 前後になると急激に進行し， 4.0 前後でまた比

較的ゆるやカ・になり， s字型の経過をたどる傾向にあるさそして針葉樹は広葉樹に比較して，また針葉揺の

なカ・で1ま心材が，初期の構朽がとく ιゆるやかにi並行し，その後急激に被害が進行する。この部分の経過曲

線に近似的な直線(実線，および破線)を日!\，、た場合， Xîl~11との交点が原点から離れる傾向にあるヲ針葉樹

の場合，一般にはまず早材部から寓朽がはじまるようであり，晩材部が比較的しっかりしているため，初期

においては観察による判断では段階的変化が小さく，被害度としては低レfi!'iとしてあらわされ，ある時期を

過ぎてから外観的にも明確にあらわれて，被害度が年々急激に高くなっていく。そのため被害経過曲擦は原

点からかなり:主なれてから急激に上昇し，その近似直線も原点からはなれた点でX軸と交わるコ広葉樹の場

合.初期から材表面に腐朽があらわ，れ，その儲朽の進行の程度が観察により比較的明椛に判断されうるの

で，初期から年々被害度が高くなっていく 3 そのため，被害経過曲線;土原点近くから急傾斜で上昇し，その

近似直嬢が原点を通るものが多いの

Fig. 1-2 は，各樹種についての被~~.!f経過の近似直線を示したうこの勾胞が魔朽しはじめてからの寓朽の

速度を示すうこの直隷のX軸との交点は，その杭が閣朽をしはじめた時期を示し，原点からその交点まで

は，杭を設置してカ z ら閣朽がはじまるまでのおくれの度合を不すことになるが 3 上述のように針挺樹はその

度合が大きく，広葉樹í:t小さい傾向にあるコ地ぎわ部，および地中部の木口商の潟朽の進行は大差ないの

で.この図において両者の平均的な近似直線を引き.上述の耐用限度としての被害度 2.5 との交点をその樹

舶のi耐用半数とし， 0.5年間隔であらわしたものが Table 1-1...... 3 における耐用年数である q
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Table 1-1. 本邦産針葉樹の平均被脅度の変佑
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Table 1-2. 本邦席広葉樹の平均被害度の変佑

Var匂 ti旬on 0ぱf a verage grade 0ぱf damage on J apanese ha訂rdwo∞ods

樹種醤号 辺心別 気A乾pp容ar積en雪t 供説本数 観察位置 経 過 年 数 耐用年数
報{ 種 Sap-01' 

specific Service years 備 考
Species graa1r vity in Number Position Service 

Species heart- dry 
1 2

1
3 14

1
5 1 6 I 7 I 8 

Remarks No. wood of stakes of stakes life 
一

g/cm 

(18) イタヤカエデ S.W 0.76 5 T 。 。 0.2 0.6 1.6 2.2 一 一 S: カヅラタケ

(I'l'A Y AKAEDE) G 1.2 1.8 3.2 3.2 1.2 5.0 一 (C. 1Je1叫color)
Acer mono MAXIM. B 0.6 1.4 2.8 3.4 4.2 5.0 一 一 2.5 

H.W 0.77 5 T 。 。 。 0.6 1.8 2.0 一

G 1.4 2.0 4.0 4.4 4.6 5.0 一

B 1.0 1.2 3.8 4.0 5.0 5.0 一 一 2.0 

(19) ヤマハンノキ H.W 0.50 5 T 。 。 0.2 0.8 2.0 3.0 T: 1 本
(Y AMAHANNOKI) G 2.0 3.2 4.0 4.2 5.0 5.0 一 一 S: カヅラタケ
Alnus hirsutσTURCZ. B 2.0 3.8 4.2 4.6 5.0 5.0 1.5 (C. versicolor) 

(20) ム ク ノ キ S.W 0.74 5 T 。 1.2 2.8 4.4 5.0 5.0 一 一
(MUKUNOKI) G 1.4 1.4 2.4 4.6 4.6 5.0 一

A抑ananthe as争era B 1.0 1.6 2.6 4.2 4.6 5.0 一 一 2.5 
PI.ANCII. H.W 0.72 5 T 。 1.2 3.6 5.0 5.0 5.0 一

G 1.0 1.4 2.4 3.0 4.0 5.0 一 一

B 1.2 1.4 2.0 2.6 4.2 5.0 一 3.5 

(21) ク リ H.W 0.67 20 T 。 。 。 0.1 0.1 0.2 0.4 1.2 T: 6本

CGstGn(eKaUcRrmIz) atG G 。 0.2 0.7 1.1 1.6 2.0 2.2 2.9 

SIE:B. et Zucc. B 。 0.2 0.7 1.3 1.8 2.1 2.3 2.7 7.5 

(22) カ ツ フ S.W 0.54 13 T 。 0.1 0.1 0.7 1.6 1.6 1.7 1.9 T: 1本
(KATSURA) G 1.2 1.9 3.0 3.6 3.9 4.0 4.1 4.5 S: カワラタケ

Cercidi�hyllum B 1.6 2.4 3.2 4.0 4.3 4.3 4.6 4.6 2.5 (C. versz'color) 
ja�onz'cum 

H.W 0.64 8 T 。 。 。 0.1 0.7 1.0 1.2 1.6 
SIEB. et Zucc. 

G 0.6 1.6 1.7 1.8 2.5 2.7 3.4 3.6 

B 0.5 1.1 1.5 1.8 2.3 2.3 2.8 3.3 6.0 

(23) ク ス ノ キ S.W 0.55 6 T 。 。 0.1 0.8 2.1 2.6 3.0 3.0 S: スエヒロタケ

(KUSUNOCKGmI) pbora G 2.0 2.6 3.0 4.1 4.8 4.8 4.8 5.0 (Schizo�hyllum 
C innamomum 

B 1.6 2.1 2.5 4.1 5.0 5.0 5.0 5.0 2.0 commune) 
一
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浅川実験林苗畑の杭誠験( 3) (松岡・雨宮・Ff二.司・井上・阿部・内藤)
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浅川実験林市対Hの杭試験( 3) (松岡・雨宮・圧司・井上・阿部・内藤)

杭の部{立による閣何経過については. Table 1-1 "-' 

3 ，および Fig.1-1 からみられるように，一般に地ぎ

わ部 (G) ，および地中部の木口商 (B) は，ほぽ同じよ

うな儲朽経過を示し，その被害度の程度もそれほどの違

いはないο 頂部の木口両 (T) は，上記の 2 か所に比較

して商朽はおそい。この頂部木口面は，雨水による水分

の増加，同じく成分の流脱，あるいは太陽光掠による成

分の変質など，複雑な現象の総合された形としてあらわ

れると思われるが，その中で支回的なものは雨水による

水分の増加と考えられる。木口商は雨が降るたびに魔朽

に適した含水率になるが:天気のよい日がつづけば，含

水率が下がり不適な条件になり，魔朽の進行はほぼ停止

する。このように天候の変化にともなって，碍朽が停止

したり，進i行したりしながら進むものと恩われ，当然，

他の 2 か所よりは商朽はおそくなる。一般的には以上の

ように考えられるが，その中で針葉樹ではシラベ，エゾ

マツ，ハリモミ，スギ，ヒノキ，サワラの各辺材，広葉

樹ではアベマキ，ムクノキの各辺心材，ホオノキの辺材

が地ぎわ部，および地中部の木口面によtt~ 、偶朽を示した。さきにのべたように，木口面の脅朽の条件から，

とくに吸水性との関係が大きいように考えられる。すなわち，雨が降った場合，木口商からの吸水量の多少
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が，腐朽しやすい条件を長期間保持するかどうかを交問L，それの繰り返しによって閣何の進行に業が生ず

ることが考えられるコ

なお，杭設置 3 年後の調査において，子実体が発生したので，それを採取し，当場保護部l岩額研究室にそ

の鑑定を依頼した3 その結果， Table 1 ー 1""' 3 の備考欄に付記したように，約70{闘の子実体のうち.約60

%はカワラタケであり，その他はさヤマシロアミタケ，モンパタケ，ワサビタケなどであるつまた，この子

実体の発生した樹種はほとんどが広葉樹である。また，抗設iì':1 5 年後ヤマトシロアリの侵入をう .:t，かなり

の被害がみられるようになったa その被害の場所が敷地内で・もかたよりがあり.被害のない樹種がはたして

シロアリ l'こたし、して，抵抗性があるかどうか不明確なので.被害のあった樹種について 1 Table 1 -1 ......, 3 

の備考欄にその本数を付記するにとどめたっ

2. 耐朽性の分類

この調査結果から耐朽性を 5 段階に分類すると， Table 2 のようになる、この分類;ヱ耐用年数を0.5年ご

とにあらわしたため，区分 1 (2 年以下)は1. 5年までのもの， 区分1[， III , Nは順次2.0""'3.5年， 4.a....... 

5.5年， 6.0......，7.5年に相当し，区分v ，;主 8 年以上のものとして分野iしたっ心材についてみるとヤマグ'7，ニ

セアカシア，コキー，センベルセコイアの 4 樹種は，区分V~こ相当し，コキーを除いて 3 樹組は約 8年の耐

用年数をもち，耐朽性の大きい樹種である〉とくにコキーは 8年経過後，なお平均被害度でJ.O ， 9 年後にお

いてもまだ被害度1. 2であり，被害度2.5に達するまでに10数年以上になるものと予想される。また，ヤマグ

ワについては，今までに野外の抗議験をおこなった報告がみあたらず，さきの室内試験結果のみであるコ室

内試験においても重量減少がなく，今問も含めて耐朽性の大きいことを示したことは，その木材中に耐朽牲

を与えるある特殊な.成分を含むことが予慰されるさ従来から líû1桁性のある樹積としているヒノキ，ヒパ，ア

スナロ，クリ.ケヤキなどは7.0----7.5年で区分百にはL 、る。スギ，カラマツなどは同じく町 i二l れ、るが，耐

周年数は 6.0 年で，上記樹種に比較して耐朽性はわずかに劣る。また，南洋材のうち.レッド ラツンが耐

用年数 6.0 年で.アピトン，マンガシノロなどの容積重の低いグループのなかでは，大きい耐朽性を示して

いる。とくに魔朽しやすいといわれているプナが.耐用年数 4.0 年で比較的高い値を示しているが，後述の

強度誌験の結果から考えても不当に高い値ではなく，妥当なものと判断される 3

これらの結果と室内詩験との比較については，あらためて報告する予定であるが，室内議験の場合，大，

中，小の 3 段階に分顕したため，直接の比較はできないが，全般的には，両者による分類にユそれほど大き

な遊L 、はない3fこだ室内説験による区分で耐桁性「大」に分類された樹種法，今回の野外の結果でほ 5 年以

上の耐周年数のものに相当するようである。したがって，さきの室内議験の分類は，耐朽性「大J の区分に

はいる樹種が数多く合まれる結果となっているヲ個々については，とくに両者に差のあるものはオニグル

しアベマキ，クスノキの心材が室内誠験では耐朽性「大J ~こ区分されたが，今同の野外の結果では，いず

れも 2""'3 年の耐用年数で，斑朽しやすい区分にはし、った，これらと反対に，室内詰験で比較的構桁しやす

いが，野外においては儲朽しがたいという樹種には，ダフリカカラマツの心材がある '0 これについては，す

でに松聞が北洋材の耐朽性について発表6)しているとおり，野外誠験では日本産カラマツよりも，わずかな

がら耐朽性の大きい結果をえた(日本産カラマツ 6.0 年，ダフリカカラマツ 6.5 年)"

3. 腐朽速度による各樹種の分類

耐用年数の決定方法でのベたように 1 Fig. 1-1，および Fig. 1-2 における被害近似直線(被害直線)

の勾配を，その樹種の商朽速度と考えた場合，ある期間?若朽がほとんどなくて.ある時点になると急激~二



区分
Grade 

I 

(2年以下)

E 

(2"-'3年)

国

( 4"-'5年)

N 

(6"-'7 年)

V 

(8年以上)

浅川実験林苗畑の杭品験( 3) (松岡・雨宮・庄司. ~:I;-I-.. 阿部・内藤)

Table 2. 耐朽性の区分

Grading by the decay durability 
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( ) : Species No. 

朽が進行する樹種と，最初から比較的一定の速度で宵朽の進行する樹種との 2 つの型があるが，情朽速度の

みによって分類してみたのが Table 3 である) ~の場合における商朽が急激に進行する昨年期と!工，さきに

のべたように寓朽の経過曲線治・ら考えて.被管度1.0前後と考えることが妥当のようであるョしたがって，

腐朽速度は被害度1. 0 前後になってからの魔朽の進行の程度をみる目安となる。カラマツ，アカマツ，クロ

マツなどの心材は，被害度が1.0 付近になると 1 年間で，被存度1. 0 の割合で脅朽がすすむことを示し，そ

の時点から 1 年半で耐用年数に達し，約 4 年後に形が崩れる程度まで宵朽することがわかるコ主た，カラマ

ツ，ネズコ，ダグラス フ T ーの心材;工耐用年数 6"'7 年であるが，宵朽速度はそれぞれ1.0， 0.8 , 0.8 と

他の耐朽性のある樹種より早くなっている 3 これは図からわかるように，針葉樹はとくに潟朽の進行がはじ

めは徐々であるが，被害度が1. 0 前後から比較的早くなっており.耐朽性の大小と宵桁速度との関係は明り

ょうでなレのこれにたいして広葉樹の場合は，耐朽位の大きい樹種の速度は I 0.5 前後，すなわち， 1 年間

で被害度約 0.5 の割合で閣朽する樹極がほとんどであり I líf1朽性の小さい樹種の速度i 主1. 5 以上となって，

耐用年数と脅朽速度とは間接な関係にあるヮ

4. 容積重と腐朽との関係

容積重と耐用年数との関係を Fig. 2 に図示したの岡からわかるように広葉樹においても有志な関係はみ

られないヘしかし，耐周年数でなく，さきに1寓朽速度とした被害晶、品曲線の近似直線の勾記と容積歪との

関係をみると，針葉樹に:tQ~ 、ては容積重の変佑の範囲が狭いので寸の関係はみられないが，広官三樹のみιつ

いては Fig. 3:二示したように， 1 %の危険率で有意な関係がみられる 3 すなわち，容積重が大になると.

魔朽速度はおそくなるとし、う逆比例的な関係にある。 Fig. 3 の式からわかるように，気乾容積重が0.5の広

葉樹は， \寓朽がはじまると 1 年間に被害度で約1.0の速度で開拓が進行するわけで-あるつ
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Fig. 2 耐用年数と容積草:との関係

Relation between the service 1ife and the specific gravity on the stakes. 
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一役的;二は耐用年数と脅朽速度は，逆比例的関係にあるため，関f'j速度と!容積豆とのf閉じ有意な関係があ

るとすれば，耐用年数と容積i置との問にも有意な関係があってよいはずであるが，さきにのべたように耐朽

性のある数種類の樹種の被害問線が原点を通らぬためにt '{諸桁速度が早くとも必ず.しも耐用年数が短いとは

かぎらないラしたがって，耐用年数と在f貴重の間;こおいては有意な関係がみられな\..、。
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アカマツの辺材.およびプナの心材の圧5. 

補強度変化率
lj-I.74-1.41 X 

?。

両樹種の圧縮l温度g試験の結果は Fig. 4 のとお

りであるつアカマツは 6 か月ではlまとんど変化な

1 年後に急激に減少し，あとは比較的ゆるや

かιなり. 4-:'f'-後また急激ι減少している。この

変化と Table 1-1 の観察結果とを比較してみる

と，観察においても 3 年で:~:.!地ぎわ部1. 5，地下

の水口部で 0.4 と比較的慌朽ほ少ないが， 4 年で

同じく 3.5 ， および 2.0 と急激に寓朽が進んでお

り，圧縮強度と観察がほぼ一致している 3 だだ

-. . .. 
.、、...

. .、、・.
. . .. ~・.・.
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き
福二

Q.) 

司君
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咽、J

個目 -z
(l) 

~~ 
I~ 

し，潟朽初期(設i首 1 年) ，二川、ては，観察に比

較して強度変化が敏強にあらわれている?この観

察結果による耐用年数は 4 年であるが，この時点

Fig.3 広葉樹における容積豆と商朽速度との関係

Relation between the specific gravity and 

the tangent of decay line on the hardwoods. 
における圧縮強度は60--""80%の低下率であるコプ

ナは 6 か月ではアカマツと同様にほとんど変化なく，あと1同じような早さで低下し，耐用年数の 4 年の時

点では，アカマツと同じように70%前後の圧縮強度低下率となっている。

以上のようにアカマツ，プナについての強度の低下平はかなり大きいが，さきの第 1 端 1>の結果ではスギ

の場合，被子~f度 2.5 の付近においては30"'-'40%の低下率となっている 3 これはアカマツ，プナのように健全

材の圧縮強度が高い場合は低下率は大きくあらわれ.スギのように低い樹種は小さくあらわれるものと思わ

れる 3 また，さき :i':_観察i二よる閣朽のあらわれ方が針葉樹と広葉樹と異なることをのべたが，この強度試験

の結果からも，針治樹であるアカマツと広葉樹であるプナでは，それぞれ観察と同じ傾向を示し，たんに観
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察i二よる判断のしやすさということによって差があらわれたので・はなくて，内部の宵朽の進行そのものも本

質的.二異なる変!じを示しているものと判断される 3

IV まとめ

本調査;ニよってえら.れた結果は以下のとおりである。

1. 酎朽性については， Table 1 -1 '" 3 , および Table 2 のとおりであり， 心材iこついてはヤマグ

ワ，ニセアカシア，コキー，センベルセコイアがとくに耐朽性が大である 3 ヒノキ， ヒベ， アスナロ， ク

リ，ケヤキは耐用年数約 7.0 '" 7. 5 ;.y.でそれにつぎ，スギ，カラマツは同じく 6.0年である。アカマツは5.5

年，アピトン，チェテールは4.5年，プナ，コナラは4.01ドとほぼ中程度の耐桁性を示した3

2. 菊刊の経過については，材が肉朽をはじめてからどのような経過で進行するカ・をみると，一般的ι:主

針~~~闘の場合，ドijj期においては徐々仏F商朽が進行し p ある期間経過後略朽が急激に進行する。広葉樹は長初

から最後まで， liiJ じような速度で留朽が進行する傾向にある 3 この経過曲紘の近似直線 (Table 1-1'" 3) 

の勾両日を各樹種の潟朽速度としてみた場合の表示 Table 3 であり，耐朽性のある樹種: 1，ほとんど 0.5 前

後，すなわち，被害度で 1 年間に約0.5の割合で瀦朽が進行する ι3

3. 地中:ニ半分埋めこんだ試験杭の頂部の木口而，地ぎわ部分，地下部の木口面の 3 か所の宵朽を調査し

たが，地ぎわ部分，および地下部の木口面は， ほとんど同じ程度の潟朽を示し， 30cm程度の深さでは違い

がない?副部木 r.J 商は樹種によってそれぞれ異なるが，一般的には上記 2 カ・所より腐朽はかなりおそい，そ

のなかでシラベ，エプマツ，ハリモミ.スギ，ヒノキ，サワラ，ホオノキの各辺材，およびアベマキ，ムク

ノキの辺心材が地ぎわ部分，および地下木口面とほぼ同じような宵桁を示したコ

4. 気乾容積ffi と耐周年数との聞については，針葉樹，広葉樹とも相関関係はみられないが，気乾容積重

と宵朽速度について.広葉樹;ニt':)l..、て有意な関係がみられ，容積電の大なるほどその時朽速度がおそくなる

傾向を示した、

5. アカマツの辺材，およびプナ心材;ιついて.観察と並行して圧縮強度の変{じを調査したが，両者とも

ほぼ観察と同じような傾向を示し，耐用年数は両者とも 4.0 年であるが.その時点の強度はとも:三70形前後

の圧縮強度低下率を示した3
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Stake Test at Asakawa Experiment Forest (3) 

The natural durability of some woods 

Sh�hir� MATSUOKA(l) , Sh�i AMEMIYAω ， Y�aku SHδn(3) , 

~.1amorll INouE(4) , Hiroshi ABE(5) and Kazuo KAITÔω 

Summary 

Thi.s paper reports 011 inspection results of the stake test (graveyard test) which has 

been carried Ollt in order to determine the natural durability of some wood species. 

The stake specimens were made from the same timber which had been llsed in j;he 

laboratory test. The stakes (3 x 3 X6Ocm) were set in the grou11d in an upright position 

with abollt half of their length (30cm) in the ground. 

The damage to the stakes was determined according to the stanc1ards of condi ti.on as 

fo11ows: 

Grade of damage 

0 

2 

3 

5 

Condition of stakes 

Sound. 

Partial slight damage (including decay and insect attack). 

A11 slight darnage. 

A11 slight and partial severe damage. 

A11 severe damage. 

Destroyed. 

Serviceability: When the average grade of the stakes has reached more than 2.5. ミhis

is regarded as the sel'vice life of each species. 

The results obtainec1 are as fo11ows : 

L The condition of the damage on the stakes obtained by observation are shown in 

Table 1 -1 ......., 3. In the grading of the heartwood , Y AMAGUWA (31) , NISEAKASHIA 

(45) , Koki (54) and Sequoia sempervirens (64) showed very high resistance to decay (8 

years or over on service life). HI~OKI (4) , HIBA (1 7) , ASUNARO (16) , KURI (21) , 

KEYAKI (49) , SUGI (6) , KARAlvlATSU (7) anc1 Red lauan (55) showed high resistance 

(6.0 ......, 7.5 years on service life) , and AKA)_,fATSU (1 2) , BUNA (24) , Apitong (51) and 

Chhoeuteal (52) were moderately resistant (4.0'"'-'5.5 years on service life). 

2. The damage curve of the softwoods during service periods on the stakes had a 

tendency to increase slowly in the initial stage and to increase rapidly in any stage with 

the development of the damage. The damage curve of the hardwoods had a tendency to 

increase lineally from the initial stage to 日間1 stage with development of the damage 

(See Fig. 1-1). 

The grading results by the tangent of the damage line (See Fig. 1-2) are shown in 

Received June 30 , 1970 
(1)-(1,) Wood Technology Division 
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Table 3. ln the highly resistant species , the tangent 01' the damage line is about 0.;). ln 

their species , grade of damage increases by 0.5 grade per year. 

3. As to the condition of the damage at the top end , at the ground line and at the 
bottom encl of the stakes, the damage rate of the stakes at the ground line and at the 

bottom end were almost the same, and they decayed more slowly at the top end than at 

both the grol1nd line and the bottom end commonly, but sapwood of SHIRABE (3) , 

EZOMATSU (1 0) , HARIMOMI (11) , SUGI (6) , HINOKI (4) , SA丸NARA (5) and HONOK1 

(30) , and both the sap-and heartwood of ABEMAKI (44) and MUKUNOKI (20) even at 

the top end suffered almost the same damage as at the ground line. 

4. 1n the relation between the service life and the specific gravity on the stakes , no 

significant correlation was recognized (See Fig. 2) , bl1t the correlation between the tangent 

01' decay line and the specific gravity 011 the hardwood was reco区nized in ::1. high level of 

signific::l.nce (See Fig. 3). The smaller the tangent 01' the decay line , the larger the 

specific gra vi ty becomes. 


